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窓口が一望できる台形プラン
圧迫感の少ない四方正面の庁舎

防災庁舎との緊密な連携
合理的な形態によるコスト縮減
南側の高い地盤に配置する
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ゆったりした見晴らしのよい傍聴ロビー

市内が一望できるパノラマラウンジ
開放的で明るい市民の憩いの場 4階は会議室

縁側のあるモダンな
和室空間

クッキング教室での
食事もできるフリースペース

眺望のよいリフレッシュ・交流スペース

明るいブラウジングスペース
既存庁舎棟とスムーズに行き来できるブリッジ

回遊性のある
吹抜まわりの廊下

議場を4階に
配置することも可能

1階「市民のロビー」を
見渡せる吹抜廊下
展示スペースとしても
利用できる

片廊下による
見通しのよい
執務スペース

駐車台数（26台）
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駐車台数（22台）

駐車台数（16台）

車椅子
駐車台数（3台）

防災庁舎

来庁者用駐車場
150台をまとまって確保し
残りを公用車用として
分散配置

来庁者用駐車場
150台をまとまって確保し
残りを公用車用として
分散配置

緑化駐車場は
フリーマーケットや朝市
にも利用可能

緑化駐車場は
フリーマーケットや朝市
にも利用可能

地上部と2階レベルで接続連絡地上部と2階レベルで接続連絡

メンテ車両が周回できる
外周通路
メンテ車両が周回できる
外周通路

庇下で雨に濡れずに
バスを待てるスペース
庇下で雨に濡れずに
バスを待てるスペース
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　あたらしい市庁舎は、『心安らぐ幸せ実感都市 はしま』を
実現する基点となり、市民の交流の場となることを目指し、ま
ちの活性化の大きな契機となることが大切です。

　私たちは、羽島市の歴史やまちの特徴を読み解き、それを
現在の土地のポテンシャルに活かし、敷地の特性を考えて、
あたらしい市庁舎の計画に継承
することが重要と考えます。

羽島市の財産といえる、現庁舎の
池や緑豊かな庭を活かしたあた
らしい広場『市民の庭』を中心と
した新庁舎は、市民と共にこれか
らの羽島市のまちづくりを考える
きっかけになることでしょう。
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市民と共につくり  育む『市民の庭』市民と共につくり  育む 市民の庭』市民と共につくり 育む 市民の庭』
■風の影響比較

「 市 民 の 庭 」 ~ 未 来 を 見 据え、市 民と共 にまちづくりを考える場 所

コンパクトで合理的、安全・安心な庁舎   ～機能的な執務空間～コンパクトで合理的、安全 安心な庁舎  機能的な執務空間コンパクトで合理的 安全 安心な庁舎 機能的な執務空間合理的で周辺環境に配慮した新庁舎
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【一般モデル】 【提案モデル】

●敷地内の風は植栽
等により緩和可能

●近隣への影響が少
ない範囲は台形の
方が広い

●防災庁舎との間に発生
する風が台形は緩和さ
れる（長方形では近隣
まで影響）
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庭に面して
広がる

市民の庭

市民のロビー
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